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①　令和５年１月～１２月までの給与支払報告書については、「⑥」とご記載ください。
②　「氏名（フリガナ）」・「住所」・「受給者生年月日」は、個人を特定する上で不可欠ですので、必ずご記載ください。
③　本人、扶養親族ともに、「個人番号（マイナンバー）」をご記載ください。
④　「控除対象配偶者」と「控除対象扶養親族」については、上段の枠内に「控除対象配偶者の有無」、
　　「配偶者（特別）控除の額」、「扶養親族の数」、「扶養親族のうち障害者に該当する人数」等をご記載ください。
 　あわせて、下段に「控除対象配偶者」や「控除対象扶養親族」の氏名と個人番号を必ずご記載ください。
⑤　「生命保険料の控除額」には、計算後の生命保険料控除額をご記載ください（支払額ではありません）。
　 　「生命保険料の金額の内訳」には、生命保険料の控除額を計算するための生命保険料の支払額を
　　保険の種類ごとにご記載ください。
⑥　「住宅借入金等特別控除の額」については、所得税の計算上において、所得税を控除した額をご記載ください。
 　　「住宅借入金等特別控除の額の内訳」については、控除を計算するための「住宅借入金等特別控除適用数」、
　　「居住開始年月日」、「控除区分」、「年末残高」の全てについて漏れなくご記載ください。
⑦　（摘要）欄について
　１　普通徴収に該当する場合、「普通徴収切替理由書」をご覧いただき、切替理由の略号（普A・普B等）
　　をご記載ください。
　２　前職分の給与を合算して年末調整をした場合、前職分の『所在地、名称等』、『支払金額』、『社会保険料』、
    『徴収税額』をご記載ください。
　　※記入のない場合、他の個人別明細書支払金額と合算して計算します。
　３　給報の訂正、再提出、租税条約適用等の連絡事項がある場合にはご記載ください。
　４　同一生計配偶者（控除対象配偶者を除く）が障害者、特別障害者又は同居特別障害者に該当する場合、
　　当該同一生計配偶者の氏名及びその方が同一生計配偶者である旨をご記載ください。
 　　例）　氏名（同配）
　５　控除対象扶養親族が５人以上いる場合、「摘要」欄において氏名の前に括弧書きの数字を付し、
　　「５人目以降の控除対象扶養親族の個人番号」又は「５人目以降の１６歳未満の扶養親族の個人番号」欄に、
　　５人目以降の扶養親族の個人番号をご記載ください。この場合、個人番号の前に、「摘要」の欄に記載した
　　氏名との対応関係が分かるように括弧書きの数字を付してください。
　６　退職所得のある配偶者又は扶養親族の氏名等の記載については、次ページをご覧ください。
⑧　支払をする方の個人番号または法人番号を記載してください。
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（1）和光雪子（年少）

生命保険料の金額の内
訳

新生命保険料
の金額 180,000 旧生命保険料

の金額 100,000 介護医療保険
料の金額

909 846 120 000 50 000

1

社会保険料等の金額 生命保険料の控除額 地震保険料の控除額 住宅借入金等特別控除の額

1 1 5○ 380 000 1

非居住者であ

る親族の数老人 特定

062 750 3 149 846

老人 その他 特別 その他

種別 支　　払　　金　　額
給与所得控除後の金額

（調整控除後）
所得控除の額の合計額 源泉徴収税額

給料・賞与
6 847 500 5 97 600

氏
名

(フリガナ)          ワコウ　タロウ

　和光　太郎

5 6 7 8 9 0

6
※　種　別 ※　整理番号

(源泉)控除対象配偶 配偶者(特別)
控除の額

控除対象扶養親族の数(配偶者を除く) 16歳未満扶

養親族の数

障害者の数

支払いを
受ける者

住
所

給
与
支
払
報
告
書

（
個
人
別
明
細
書

）

和光市広沢○－×

個人番号
1 2 3 4 1 2

役職名

有 従有 従人 従人 従人

未

成

年

者

外

国

人

災

害

者

乙

欄

本人が障害者
寡

婦

ひ

と

り

親

勤

労

学

生

特

別

そ

の

他

②

①

②

給与支払報告書（記入例）

③

③

③

⑦

④

⑤

⑤

④

④

⑥

⑥

⑦

⑧

②



◆退職所得のある配偶者又は扶養親族の氏名等の記載について

〇令和５年中に退職所得（源泉徴収されたものに限る。以下同じ。）を有する配

偶者（合計所得金額（地方税法第２３条第１項第１３号及び第２９２条第１項

第１３号に規定する合計所得金額をいう。以下同じ。）が１３３万円以下であ

るものに限る。）・扶養親族がいる場合

①（摘要）欄に、括弧書きの数字を付した上で、次の事項についてご記載くだ

さい。

・氏名 ※氏名の前に必ず（退）を付けてください。

・配偶者又は扶養親族である場合はその旨

・生年月日

・住所

・障害者又は特別障害者である場合はその旨

・国外に居住する非居住者である場合はその旨

・令和５年分の退職所得を除いた合計所得金額の見積額

・納税者が寡婦又はひとり親である場合はその旨

②５人目以降の１６歳未満の扶養親族の個人番号欄に『個人番号』をご記載く

ださい。このとき、個人番号の前に、上記①で記載した括弧書きの数字と同

じ括弧書きの数字を付してください。


